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年２回（６月と１１月予定）、いじめ発見調査アンケートを実施します。６月に行

った第１回調査の集計結果についてお知らせします。 

 

１ 児童アンケートより           （低…1.2 年、中…3.4 年、高…5.6 年） 

いじめの内容 

自分が 

されている 

周りの人が 

されている 

前 さ れ た

今はない 

低 中 高 低 中 高 4 年以上 

1 

① 冷やかされたり、からかわれたりする。 4 3 1 1 4 0 3 

② 悪口やいやなことを言われる。 3 4 2 1 3 3 4 

③ おどし文句を言われる。 7 1 1 1 2 2 2 

2 ④ 
友達や、周りの人から仲間はずれにされた

り、無視されたりする。 
10 5 2 1 0 1 1 

3 

⑤ わざと軽くぶつかられる。 4 1 0 1 1 2 1 

⑥ 
遊ぶふりをして軽くたたかれたり、けられ

たりする。 
4 3 0 1 1 3 1 

4 ⑦ 
ひどくぶつかられたり、たたかれたり、け

られたりする。 
1 0 0 1 0 2 1 

5 
⑧ 

お金を要求されたり、おごるように言われ

たりする。 
0 0 0 0 0 0 0 

⑨ 持ち物をよこすように言われる。 0 1 0 0 0 0 0 

6 

⑩ 
お金や持ち物をかくされたり、ぬすまれた

りする。 
0 0 0 1 0 0 0 

⑪ 
お金や持ち物をこわされたり、捨てられた

りする。 
0 0 0 1 0 0 0 

7 ⑫ 
いやなことやはずかしいこと、危険なこと

をされたり、無理やりさせられたりする。 
1 2 0 0 0 0 3 

8 ⑬ 

パソコンや携帯電話・スマートフォンなど

で、悪口を書かれたり、いやなことをされ

たりする。 

0 0 0 0 0 0 2 

9 ⑭ 
①～⑬以外のことで、いじめられていると

感じること。 
1 1 0 0 0 1 0 
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(1) 児童アンケートをもとにした対応  

  児童アンケートの実施後すぐに各学級担任による聞き取りを行いました。更には、個別

面談や電話等により保護者の皆様から詳しい話をお聞きすることができました。学校では、

各事案に対して事実を把握した上で関係する児童へ指導を行い、継続して見ています。 

 

２ 保護者アンケートより 

(1) ここ 1～2 ヶ月のお子さんのことについて 

質問事項    ／   学年等 低学年 中学年 高学年 

〈いじめの例〉に示されているような行

為を受けている。 
9 2 0 

  ①仲間はずれにされる。（一緒に遊ばない。学習班に入れない。知らんぷりをする。） 

 ②学習でのまちがいをバカにする。 

 ③本人が嫌がっていることを無理矢理させようとする。 

 ④違いに目を付け、心に傷がつくような言葉で指摘する。 

 ⑤身体を蹴られたり、噛まれたりする。  

 ⑥持ち物にいたずらをされる。謝っても心から反省していない。 

 

 (2)学校への要望等（校長の判断で、類似したものをまとめたり、要約したりしました。） 

◆「自分さえ良ければ…。」という考えで行動しない子どもに育ってほしい。人権 

教育を積極的に取り入れてほしい。 

◆ゲームの中でのトラブルがあり心配している。 

◆我が子が友だちに対して嫌な思いをさせていないかと心配している。何かあった

場合には、すぐに教えていただきたい。 

◆他者に対してやっていいことと悪いことの区別がついていない。コミュニケーシ

ョンの取り方などについて、学校と連携して取り組んでいきたい。 

◆子ども同士の言葉遣いが気になるので、家庭で指導している。学校でもぜひお願

いしたい。 

◆上級生や大人に対して遠慮がないところがあるので、心配している。敬語や上下 

関係を学ばせたい。 

◆友だちに対して命令口調で接することがないよう、ちがいを自然にとらえられる 

よう、それぞれの個性や感性を受け入れ合える心の教育をしていただきたい。 

  

３ 今後の対応について 

(1) 現在、学校経営の重点として「愛情と信頼」を掲げ、いじめのない学校・安定

した学校をめざした取り組みを組織的に行っています。引き続き、インクルーシ

ブの考え方に立ち、「生徒指導」の機能を生かした自治的・自律的活動を推進する

とともに、自浄作用のある集団づくりを継続していきます。 

(2) 他者の心を傷つける言葉づかいや態度等については、見逃さずに指導し、学校

全体に、いじめは許されない行為であるという風土をつくっていきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 今後も、心配なことがあれば、何でも（担任、教頭に）ご相談ください。 

 


